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 さらに、個別に支援の必要な児童には、一対一対応で丁寧に指導することも可能である。 

 児童が自己評価をする欄では、この学習活動に対してどのように児童が臨んだかを読み取ることも

できるであろう。児童がどのような内容を記述するのか予想し、どのように見取るのかを考えておく

ことが必要である。 

 問題の正答・誤答だけで判定するのではなく、児童の姿から学習の状況を見取ることができるよう

に力量を高めたい。 

 また、時間が許せば、児童からも指導者にクイズを出題させることにより、自分の考えを相手に分

かるように話すことができているかを見取ることもできる。 

 身の回りの物の長さを見積もることができているか、３０㎝ものさしを用いて正確に長さを測るこ

とができているか、さらに、相手の話をしっかり聞いて答えることができるかなどを一人一人丁寧に

見取りたい。先生からの欄等を活用し、児童にも分かるように指導者からの評価を記入したい。 

 児童が他の児童と長さクイズをしている時と同時進行で、指導者と一人一人の児童がクイズを楽し

みながら評価する場面を設定した。 

 HOME 本時の流れへ 単元の流れへ 授業展開例へ


